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はハチジョウグワの枯技より得られたが, 採集された所

は比較的限られていた。

**) 藤田・ 小笠原 (1977) : ELYTRA, 5(1), pp. 19~20
(〒175 板橋区高島平 2-28-1-704)

石垣島にて採集した
ピロウドカミキリ属の1 種について

岩橋 正

石ffi島オモ ト岳に t- いて, まで同島よ り知られてい

なかったと患われる Aca1olepta を採集したので報告し
ておきたい。

1 ,  イii i島オモトIii, 11.  vi. 1977,  岩橋正採集

体長21 mm. 一見, 台湾のA formosana BREUNING
によく似ている。

同島からはイシ力'キビロウ
ドカミキリ A(a1olepta ishi -

ga i' la aa BREUN ING et V I-

LLIERSが記載されている(現
在のところ,  Type 標本の1
しか得られていない) が,
この極は原記較*' によると体
長が12.5mm と小さく, その
他の特徴や写真から判断する
とァナバネヒケ'ナカ-に近いも
ののようで, 今回得られた個

体とは別なものと思われる。
オモト岳中腹で, 雨天の中,
広集樹の結集をビー ティング

して採集した。 カミキリ屋は

一般に石jfi島へは4 ~ 5 月に
多く れているようだが,  こ

の Aca1olepta は6 月以降に発生するため今まで発見さ
れなかったのかもしれない。

* ) BREUNING, S. & VILLIERS, A.  ( l973) :  Bull.
Soc. Ent. France, 78(l f), pp 49 ~ 50

(〒830久留米市南町イa期11-4)

ミヤマケシカミキリの分布追加記録

車間 度一 ・ 多比良 嘉晃

者らは本誌前号( Vol. 5, No. 2, 1977) でミヤマヶ
シカ ミキ ) E、rocent fus monti l ineat t‘s KUs AM A et TA_

HIRA を記載した*)が,  この極の採集記録として以下が

あるので追加報告しておきたい。

産地の追加として :
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稿

1 1 , 長崎県対馬有明山山頂付近, 28. vi. 1975,
高橋和弘採集,  1 , 福岡県宝満山, 13. vi, 1968, 入

江平吉採集; 4 1 , 宝満山,  8. vi. 1969,  入江

採集

採集記録の追加として :
2 3 , 大分県久fii山, 24, vi. 1977; 3

3 , 宮崎県自岩山, 25. vi. 1974, いずれも入江採集

これらの記録は前号に掲載する予定であったが, 初校

の刷りあがり後に御教示いただいたので, 出版期日との

関係上入れることができなかったものである。 ここに改

めて入i「, 高橋画ifに厚く感 中しあげたい。

* ) K. KUsAMA, Y. TAH IRA (1977) :  ELYTRA, 5
(2), pp 39~42

(〒422 静岡市大谷 836  静岡大学理学部)

伊良部島の力ミキリ

小倉 直樹

11者は1977年2 月中句よ り6 月下句まで南西語島の各

島 を調-flする機会を得たが, その際, 宮 ・列島の伊良

部島において興味深いカミキリを採集しているので報 ll
しておく。

伊良部島は起f? の少ない平i t1な小島で, 採集は比較的

林の残っている佐和田付近で行なった。 採集したカ ミキ

リは次の5 組で, すべて1977年6 月4 日に得た。

1. タイワンメダカカミキリ (写真1 )
Slenhomalus tat u'anus M ATSUSHI TA

1 ex., 著しく.'.n化の傾向を示している。
2. Mesosa sp. (写真3, 、3a, )

43

虫

一 一 3a

5 -0 4

描技のビー ティングおよびフクギの倒木にいたものを

採集した。体型 - 上通の斑紋共イシ力'キゴマフ Mesosa
yo,tagun, subkonoi に似るが, 前肢が長く,  この点では

アシナ力' ゴマフ M prae1ong ipesに近いような印象を受
ける。すなわち_l_記2 fElの中間のようなヵミキリで,  き

わめて興味深い。 の 1v '部の先端は rae1o,,g,pesの
ようには実出しておらず, 'P者は見ていないが池間島で
得られたMesosa sp. (M j)rae1ongipesに近く, のRlj部
先端は実出しているという) とも異なるように患われる。

3. ア ト モンチビカ ミキリ

Sybra baculina miyakoa,ta HAYAsHI
4 1 , 納一枝のビーティングで得られた。

4. フ タモンサビカ ミキリ

Rcpt'ca cae'tosa (MATSUSHITA)
2 1

5. イマサカ ドウポソカミキリ (写真2 )
Pot�ne, 'masaia,  HAYASH

l ex., つる性値物のi占れた部分のビー ティングで得ら

れた。

ごく最近記較された ` lで,  原産地の 那国島以外では

石fii島の北部でしかi来集されていない (イfifi島は来発
表)。上記の1 ex. は体長10mmと 'Pi しく小型の個体であ

る。

原産地の'i-那国島産およびイl l直島・ 伊良部島産のすべ

ての個体が, 原記載とは色彩・ 触角末端節の長さが異な

るが, 他にはまったく ,masaka,' の記4?に該当するよう
な1)bihy,Ieはいないので, 現時点では i,nasakai と同定
しておく。

末 ながら, 5. の a重の同定には高条正敏氏より多くの
御教,;r1 をいただいた。 明記して深謝したい。

(〒114 北区_f- f本町1-15-8)


